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今日はこちらのお話です
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サービスの概要とアーキテクチャ01

 

人々の生活をスムーズで面白く 

私たちは人間を中心とした形あるものをそのままの姿でデータ化することに
よって、計算機の処理の対象となり、人々がより自分に合うモノ・コトにア
クセスでき、スムーズでワクワクする生活を実現します.

•3次元関連技術 

•物理演算 

•機械学習/深層学習など

強みを持つ技術

http://sapeet.com


• ユーザーからのリクエストを受けレスポンスを返却 

• HTTP <> JSON 

• 後続のアルゴリズムモジュールにリクエストし、結果

をアグリゲーション 

• 認証・認可など

APIサービング
•画像認識、機械学習・深層学習、アバター生成 etc… 

• 使用言語がアルゴリズムによって異なる 

• ワークロードがアルゴリズムによって異なる 

• IOがアルゴリズムによって異なる 

• IN: 採寸データ、画像 etc… 

• OUT: データ、画像、3Dファイル etc…

アルゴリズムモジュール

サービスの概要とアーキテクチャ01

システム構成の特徴 

•APIサービング部分とアルゴリズムモジュールに分かれる 

•アルゴリズム部分の応答スピードはモジュールによって様々 

•アルゴリズムモジュールは言語/ワークロード/レスポンスタイム/IOが様々



サービスの概要とアーキテクチャ01

 

Rails + PostgreSQL
Elastic Beanstalkでオートスケーリング 

APIサーバー

Python, C++ etc…
EC2インスタンス(CPU/GPU)

各モジュールがHTTPインタフェース提供

Algorithm Modules

HTTP/JSONですべて同期的に通信
通信(API <> アルゴリズム)
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サービスの概要とアーキテクチャ01

  

Serverless + DynamoDB + 一部postgres

スケーリングはLambda

APIサーバー

Python, C++ etc…
EC2インスタンス(CPU/GPU)

各モジュールはSQSをポーリング

Algorithm Modules

SQSを中心としたインタフェース

一部S3やDynamoDBのトリガー

通信(API <> アルゴリズム)
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サーバーレスはどうだった?02



よかった 😀😀😀



• Serverless Framework(Node.js + TypeScript) 

/ AWS 

• 単純なAPI、ストリームからのLambda起動 

• ミドルウェアの使用 (DynamoDB、API Gateway

でのwebsocket etc…) 

• プロダクションでは使用しなかったものもある

PoC
•レイヤリング/ディレクトリ構成の決定 

• 共通モジュールの作成(レスポンスやエラーハンドリン

グ) 

• ユニットテスト(jest)の環境とテスト対象・テストの

書き方のパターンを整備 

• Lint

開発環境の整備

サーバーレスはどうだった?

開発前の事前準備 

•開発者は~3人程度、機能開発・テストで2ヶ月程度の期間 

•事前に自身が担当で仕様を満たすことが可能かのPoCと開発環境の整備を

おこなった
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• 開発の立ち上がりが早かった 

• アプリケーションを書く分には学習コストが低い 

• 基本的にLambdaのFunctionを書くだけ 

• ユニットテストで品質は安定した

Good

• CIやリリースフロー 

• local開発環境 

• ネットワーク設定 

• ドメイン、VPC、外部ネットワーク接続 etc…

More

サーバーレスはどうだった?

Good / More 

•開発を通じて良かった部分(Good)と工夫した or もっと改善したい

(More)な部分 

•アプリケーション開発は総じてスムーズだった 

•Moreはアプリケーション”以外”の部分
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まとめ 

•Serverless Frameworkは開発に道筋を与えてくれた。アプリケーション

開発に集中できる 

•ある程度の準備をすればチーム開発での立ち上がりも早い 

•アプリケーション開発に集中するためにはアプリケーション”以外”の部分を

整えておく必要がある

サーバーレスはどうだった?02
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• local開発環境 
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More

サーバーレスはどうだった?

Good / More 

•開発を通じて良かった部分(Good)と工夫した or もっと改善したい

(More)な部分 

•アプリケーション開発は総じてスムーズだった 

•Moreはアプリケーション”以外”の部分
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開発環境/開発フロー

CIの導入 

•Circle CI/GitHub Actionsをセットアップ 

•ユニットテスト(Jest)とLintをpush時に実行 

•PRマージのタイミングで社内検証環境にデプロイ
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開発環境/開発フロー

デプロイ 

•AWS CodeBuildを使用、sls deployしているだけ 

•CodeBuildとテンプレートの作成はserverlessとは別に

CloudFormationで書いている 

•環境変数はSystem ManagerのParameter Storeを使用 

•CodeBuildの実行はCIからaws-cliで実行
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開発環境/開発フロー

ローカル開発環境 

•docker-composeでミドルウェアを揃える 

•DynamoDB、ElasticMQ、LocalStack(S3用) 

•ストリーム経由起動が多いのでserverless-offlineやinvokeでのローカル

動作確認がしづらい 

•ユニットテストは結構しっかり書いている (EventやContextさえmockし

てしまえば書きやすい)
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開発環境/開発フロー

まだ課題に感じている部分 

•開発環境 

•やっぱりローカルでも動作確認したい、クライアントとあわせて動作確認

した 

•ローカルで動かせないならば、feature単位のテスト環境を作る? 

•デプロイ 

•RDBの場合、migrationをどう管理していつデプロイする? 

•ワンショットで流したいスクリプト的なものをどう流す? 

•serverless deployに乗り切らないものをどう扱う?
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開発環境/開発フロー

まとめ 

•開発環境 

•ミドルウェアが多くなりがちで、動作確認まで出来るローカル環境が作り

づらい 

•dockerイメージでミドルウェアを揃えて、テストを書くことで品質担保

した 

•CIの整備 

•CodeBuildをserverlessとは別のCloudFormationで準備、CIから実

行してデプロイ 

•serverless deployに乗り切らないものをどう扱うか? みなさんmake

やshell、作り込んでますよね?
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サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



• 開発の立ち上がりが早かった 

• アプリケーションを書く分には学習コストが低い 

• 基本的にLambdaのFunctionを書くだけ 

• ユニットテストで品質は安定した
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Q1: APIサーバーを 
独自ドメインで運用したいです

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q1: APIサーバーを独自ドメインで運用したいです 

•URLのデフォルトはAWSが発行するFQDN 

•独自ドメイン使用のためにはRoute 53でドメインに紐付ける + ssl証明

書の準備 

•“amplify-education/serverless-domain-manager” が便利 

•事前にCertificate ManagerでSSL/TLS証明書を発行しておく 

•デプロイ前に“serverless create_domain” でCustom Domainを作

成する

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04

custom: 
  customDomain: 
    domainName: ${self:provider.stage}-your-domain.${env:CUSTOM_DOMAIN_NAME} 
    certificateName: ${env:CERTIFICATE_NAME} 
    basePath: '' 
    stage: ${self:provider.stage} 
    createRoute53Record: true 
    endpointType: 'regional' 



Q2: アルゴリズムモジュールは 
インターネットに公開したくないです

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



サービスの概要とアーキテクチャ01

 

Rails + PostgreSQL
Elastic Beanstalkでオートスケーリング 

APIサーバー

Python, C++ etc…
EC2インスタンス(CPU/GPU)

各モジュールがHTTPインタフェース提供

Algorithm Modules

HTTP/JSONですべて同期的に通信
通信(API <> アルゴリズム)
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Q2: アルゴリズムモジュールはインターネットに公開したくないです 

•Beforeの構成では全てが同じVPC内にいた 

•サーバーレスは基本publicなのでアルゴリズムモジュールもパブリックに

なってしまう?という懸念が当初あった 

•API <> アルゴリズムモジュールのインタフェースをSQSにしたことで自然

と解決 

•アルゴリズムモジュールからSQSの取得ができればいいので

OUTBOUNDだけ空いてればよい

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q3: APIへの接続元のIPを制限したいです

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q3: APIへの接続元のIPを制限したいです 

•エンタープライズな案件 & 接続元がサーバーの場合に発生する 

•認証を作り込むよりも双方対応が簡単なので選択肢にあがる 

•API GatewayのResource PolicyでIP制限可能 

•知らないとどこのレイヤーでかけるの?となりますね

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q4: Admin用のAPIを 
社内限定に公開したいです

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q4: Admin用のAPIを社内限定に公開したいです 

•外部に提供しているAPIとは別に管理機能を作りたい!けれど、画面や認証

を作る工数が… 

•CLIツールを作り、踏み台サーバーからのみアクセス可能にしよう 

•API GatewayのPrivate EndpointsでVPCエンドポイント経由でAPI 

Gatewayにアクセス可能 

•serverlessでもendpointTypeというパタメータでサポートされている

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q5: RDBが使いたくなりました

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q5: RDBが使いたくなりました 

•基本的にDynamoDBを使う方針ですが、リレーショナルなデータを扱う

シーンが出てきた 

•RDB(RDS)に限らずVPC内のリソースにアクセスする時 

•LambdaをVPC内に配置する典型的なパターン (serverlessでのサポー

トもあるので比較的簡単)

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q6: RDBを使うLambdaから 
インターネットにも接続したいです

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q6: RDBを使うLambdaからインターネットにも接続したいです 

•一つのLamda内でRDB内のデータを参照/更新しつつ外部APIを叩くよう

なパターン 

•NAT Gateway が必要になりこれがなかなか面倒、費用も気になる… 

•AWS Blogの以下記事で手順は網羅的に解説されているのであとは実装

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q6: RDBを使うLambdaからインターネットにも接続したいです 

•serverless経由でふんわりと使っていたCloudFormationに真摯に向き

合う時が来た 

•以下のスニペット(CFnとserverless)を参考に最小構成を作成

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04

https://gist.github.com/stevecaldwell77/b2e9f9179b4e52235fcee24cf37c8dc9 https://github.com/ittus/aws-lambda-vpc-nat-examples/blob/master/serverless.yml

https://gist.github.com/stevecaldwell77/b2e9f9179b4e52235fcee24cf37c8dc9
https://github.com/ittus/aws-lambda-vpc-nat-examples/blob/master/serverless.yml


Q7: 夜間停止可能な 
EC2インスタンスを停止したいです

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



Q7: 夜間停止可能な EC2インスタンスを停止したいです 

•費用削減が目的、特にGPUインスタンスなど高価なものを対象にしたい 

•serverlessではschedule起動のイベントをcronで記述する 

•AWSではCloudwatch Eventsが作成されてLambdaをトリガーして

いる

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04

  startEC2: 
    handler: src/functions/EC2Start.index 
    events: 
      - schedule: cron(0 1 * * ? *) 
  stopEC2: 
    handler: src/functions/EC2Stop.index 
    events: 
      - schedule: cron(0 2 * * ? *) 



サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04

その他の小ネタ 

•環境名のsuffixが原因でproduction環境構築のタイミングでLambdaの

文字数制限を超えた 

•リリース間際になり、production環境を準備して… 

•API Gateway、Lambdaはそれぞれにペイロード上限を持っている 

•API Gateway(10MB)、Lambda(6MB)… 

•ミドルウェアを多用するためUnit Test用Dockerコンテナのメモリ消費が

大きく、Circle CIの標準メモリサイズを超えた 

•無念の一部test skip… 

•[PR]"終わらないLambda実行" というLambdaでハマったパターンネタを

アドベントカレンダーで書きます



まとめ 

•実際にアプリケーション開発していくと非機能的な要件が出てくる 

•知らないと”これはどこのレイヤーで行うもの?”となりがち 

•クラウドインフラの知識と、実際にserverlessで設定するためのフレー

ムワークの知識、両方が必要 

•ドキュメント読み込み業が多くなりがち

サーバーレスと非機能要件(ネットワークなど)04



まとめ🎁



まとめ

•サーバーレス、良かった 

•開発者がアプリケーションコードを書くのに集中できた 

•下準備をすればチーム開発もできる 

•非機能的な要件を満たすためにはクラウドインフラ、フレームワーク両方

の知識を貯めて取り組む必要があった 

•今後の課題感 

•serverless deployに乗り切らない部分はグルーコード的に各チームで

作り込んでいる状況では? 

•本当はアルゴリズムモジュールもサーバーレスにのせたいな…

🎁


